
































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　42　　　　　　　　　　　　　　　　　0．02　0．03　　6　　　2．262 　1．0　　0．3　 15．8　 21　 261　　81　　0．8　　　　　　　　　　　　　　（0）
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　　　　　　　　　　　　　　　4266 　0．8　　0．1　 16．7　 36　　134　　75　　0．8　　 　　 　　 　　　　　　 0．01 0 03　　7　　　1．6　　　　　　　　　　　　　　　（0）

























































平　均　値 76 21 29
＊牛乳のカルシウム量とビタミンB2量：それぞれ，100　gあたり110mgと0．15mg
IV．考察
　牛乳の代替食の作成に当たっては過去の予備
検討結果を参考にし，基本食材は野菜類や果物
類から選択した。その結果，カルシウムを多く
含有する水菜（100gあたり200mg），小松菜（同
150mg），ドライいちご（同140mg），ドライいち
じく（同190mg），黒砂糖（同240mg）に加えて
果物類のジュースを使用して最終的に8種類の代
替食を提案した。このとき，ビタミンB2が多く
含まれている食材よりもカルシウムが多く含まれ
ている食材を優先して選択した。その訳は，①ビ
タミンB2は，特に牛・豚・鶏レバー，鶏卵，う
なぎ，納豆，海苔に多く含まれているが，これら
は飲み物としての代替食に使用するためには適し
ていない，②前述の食材を何らかの工夫によって
使用できるようにしたとしても，海苔以外のこれ
らは「保育所におけるアレルギー疾患生活管理指
導表」5）に記載されたアレルギー原因食物であり，
今回の代替食作成に当たって示した条件（「献立
作成と代替食の作成」の項を参照）に合致してい
ない，③成長期にある保育所児童にとって，カル
シウムはたんぱく質と同様に骨を成長させるため
に重要な栄養素である，という3点からである。
　今回作成した飲み物としての代替食において
は，含有するカルシウム量は牛乳の68～85％しか
補えなかった。これは，上述したようなカルシウ
ムが多く含まれている食材を使用したとしても，
「飲み物としての代替食」という制約がある限り
は，それらの使用量にはおのずと限界があること
から，このような数値になったといえる。加えて，
ビタミンB2における場合と同様に飲み物に使用
できるカルシウムが豊富な食材も限られているこ
とも理由の一っである。一方，ビタミンB2の含
有量は牛乳の20～27％しか補えなかった。これは，
上述したように，飲み物としての代替食によって
ビタミンB2を補給・提供するという考えは，当
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初より断念していたことに起因している。
　カルシウムが多く含まれている野菜類の食材と
して水菜と小松菜を使用（いずれも茄でたもの）
した。水菜に比べて小松菜は青臭さが強いこと，
水菜の方が100gあたりのカルシウム量が多いこ
と，水菜の方が出来上がりの色が良いことから，
水菜の方が小松菜よりも代替食に適しているとい
える。このことから，最終的な8種類の代替食で
は6種類に水菜を使用した。しかし，小松菜を使
用した代替食の方が水菜を使用した代替食よりも
若干飲みやすかった。これは，小松菜の形状より
も水菜の方が細いため，今回使用したミキサーで
は水菜を小松菜と同等に粉砕できなかったことに
起因している蓋然性が高いと考えている。仮に，
水菜のような細いものでも粉砕可能なミキサーを
用いていれば，水菜であっても小松菜と同様に飲
みやすい代替食を作成できたであろうと考えてい
る。
　飲み物としての代替食のベースとなる果物類に
ついては，りんご・オレンジ・桃ジュースのいず
れかを用いた。オレンジジュースは味が強く，野
菜の青臭さを消してくれたが，酸味が強く，野菜
と混じり合わず，味にまとまりがなかった。この
ようなことから，今回のような代替食には適して
いないと考えている。他方，りんごジュースと桃
ジュースは甘味も強く，野菜との相性も良いこと
から，今回のような代替食には適していると考え
る。
　ドライフルーッはいちご，いちじくのいずれか
を用いた。ドライフルーッはミキサーにかける前
に細かく刻むことによって撹枠されやすくなり，
そしてドライフルーッを入れることによって甘味
が強くなり，児童の好む味になったのではないか
と考える。100gあたりのカルシウム含量は，ド
ライいちごよりもドライいちじくの方が多いが，
いちじくは味の主張が強いため，好みが分かれる
と考える。今回は，次の理由からドライいちじく
よりもドライいちごを積極的に使用した。第一に
ドライいちじくはドライいちごよりも水分を吸っ
てしまい，粘性がドライいちごよりも高くなって
しまったこと，第二にドライいちじくは飲んだと
きの舌触りがいちじくの種に起因する砂粒のよう
な粗さ（いわゆる「ザラザラ」の状態）を感じた
ことである。
　黒砂糖には100gあたり240mgのカルシウムが
含まれている。黒砂糖を入れることによって甘
味が強くなり，児童が好む味になること，ラムネ
（100gあたり110mg）よりもカルシウムを補うこ
とができることから，8代替食のうち6代替食に
黒砂糖を使用した。
　カリウムの間食（飲み物とおやつ）の給与栄養
目標量は100－220mg7）である。今回作成した8
代替食のうち5代替食が給与栄養目標量を超えて
いた。一般的に，保育所の間食時には飲み物とし
て牛乳とおやつが提供されている。カリウムには
耐容上限量が設定されていないことから，今回の
飲み物としての代替食には問題があるとはいえな
いが，飲み物だけで給与栄養目標量を超えてい
るという事実に変わりはない。この原因は，カ
リウム含量が大である食材を多用せざるを得な
かったことに起因していた。即ち，水菜（ゆで）
には100gあたり370mg，ドライいちじくには同
840mg，黒砂糖には同1100mgのカリウムが含ま
れている［なお，小松菜（ゆで）には同140mg］。
また，オレンジジュースには100gあたり190mg，
りんごジュースには同110mg，桃ジュースには
同35mgのカリウムが含まれている。これらの
ジュース類は，水菜や黒砂糖に比べるとカリウム
の量は少ないものの，1回の使用量が多いため，
カリウムの含有量が多くなり，結果的に給与栄養
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目標量を超えてしまったといえよう。同様に，ビ
タミンCの間食の給与栄養目標量は4－8mgで
あるが，8代替食中2代替食のビタミンC量が
いずれも291ngであった。ビタミンCにも耐容上
限量の設定はないので，今回の代替食に問題が
あるとはいえない。なお，ビタミンCの超過は，
オレンジジュース（100gあたり42mg）の使用に
起因していた。
　作成した代替食は，粘性が低くて飲みやすいも
のもあったが，多くは粘性が高くて（いわゆる「ド
ロドロ」の状態）若干飲みにくい仕上がりになっ
た。また，保育所児童が好む味であるとは考えて
いるが，緑色をした飲み物に対しては拒否感を持
っ児童の存在を否定できない。さらに，カルシウ
ムとビタミンB2の含有量も牛乳に等しくするこ
とができなかった。従って，広く流通している食
材を用いて牛乳の代わりとなる飲み物としての代
替食を作成することは，困難であるといわざるを
得ない。このような状況にあっては，牛乳・乳製
品アレルギー児に対しては，不足している栄養
素，特にカルシウムとビタミンB2，は飲み物以
外の食事（昼食や間食時のおやっ）から摂取でき
るような給食献立にすべきである。この点に関し
て我々4）は，牛乳・乳製品を使用せずに給与栄
養目標量を満たした保育所給食の4週間分の給食
献立を提案している。
V．結論
　広く流通している食材を用いて牛乳の代わりと
なる飲み物としての代替食の作成は困難である。
それ故，牛乳・乳製品アレルギー児に対しては，
飲み物以外の食事（昼食や間食時のおやっ）から
不足している栄養素を摂取できる給食献立が望ま
しい。
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